
研究成果 

主に位相幾何学（トポロジー）における結び目理論および低次元多様体論、特に、アレ

クサンダー多項式に関する研究、位相的イミテーション理論、４次元空間内の曲面の研究

などの研究を行った。 

初期の業績としては、R. H. Foxが提唱し 50年間未解決であった 817結び目の非可逆性問

題の解決がある。この成果はプリンストン高等研究所に研究員として滞在中に、アレクサ

ンダー多項式に関する研究から得られた。 

近年においては、これまでのトポロジー、結び目理論研究の応用として、心理学のモデ

ルを、結び目を使って構成したり、また、ソフトマターとよばれる紐状の物質（高分子、

DNAなど）への応用をめざす研究等にも着手している。その成果として、(同僚達と開発し

た)結び目理論を応用したゲーム「領域選択ゲーム」（英語名「Region Select」）が Android

マーケットに世界同時公開された。  

1983年に関西の 4大学、神戸大学、大阪大学、大阪市立大学、関西学院大学の結び目理

論研究者による共同セミナー「クックセミナー」を開始し、これが関西、ひいては日本国

内における結び目理論研究の発展の原動力となった。特に、クックセミナーのメンバーと

協力して出版した日本で初めての結び目理論の集大成である編著「結び目理論」（シュプリ

ンガーフェアラーク東京、1990年）は、後に英語版「A Survey of Knot Theory」（Birkhӓuser、

1996年）として海外でも出版され、世界中の結び目理論の研究者にインパクトを与えた。

クックセミナーは、その後、奈良女子大学も含めた「新クックセミナー」に発展し、日本

国内における結び目理論研究の中心的な役割を果たしている。 

2003 年 4月から 2008年 3月においては、21世紀 COEプログラム「結び目を焦点とす

る広角度の数学拠点の形成」拠点リーダーを務めた。これを契機に、大阪市立大学数学研

究所（通称 OCAMI）の設立に尽力した。 

教育の研究では、小中高等学校生徒への結び目理論の教育導入に尽力し、大阪教育大学

を中心とした研究グループにおいて指導的な役割を果たした。その成果は結び目理論教育

における初の英文専門書「Teaching and learning of knot theory in school mathematics」

にまとめた。 

国際交流面では、1990年 8月に世界で初めての結び目理論に関する国際会議「Knots 90」

を主催した。これを契機として九州大学の加藤十吉教授とともに韓国人研究者達と協力し

結び目理論のスクール「The Japan-Korea School of Knots and Links」を 1992年より毎

年日本と韓国の間で主催した。このスクールは 2004 年 2 月から中国も参加したスクール

「The East Asian School of Knots, Links and Related Topics」に発展し、2013年 1月に

第 9回が東京で開催された。 

 

 


